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　昨年１１月、県東葛飾土木事務所の幹部職員２人が県発注の排水路工事の入札情報を業者側に不正に漏らしたとして

官製談合防止法違反の容疑で逮捕されました。

　これを受けて、民進・立憲会派は同１２月議会において、再発防止策の一つとして職員倫理条例及び非違行為を行った

職員に対する処分基準を新たに制定することを県に強く要望し、県は平成３０年２月議会でそれらを制定することを表明しました。

職員倫理条例制定へ　
官製談合 県幹部２人逮捕で
～民進・立憲会派が求めていた条例が制定へ！～

　県は、官製談合防止法違反の疑いで幹部職員２人が逮捕されたことを受けて、職
員の倫理・行動規範について禁止事項を明確に示した条例や非違行為を行った場
合の懲戒処分の基準について新たに制定することを、２月議会の民進・立憲会派の
代表質問で明らかにしました。
　当該事件では、逮捕された県職員を含む複数の県職員が、逮捕された業者側の被
告人と会食をしていたことが明らかになっています。
　しかし、これまでの県コンプライアンス基本指針では、こうした利害関係者と接触す
る場合の禁止事項等について曖昧な点があることや、職員が非違行為を行った場合
に適用される処分について明文の規程が無かったことから、民進・立憲会派はその策
定を求めていました。

　県の調査及び報道等によれば、逮捕・起訴された業者側の被告人、県議会議員、
県幹部職員が一堂に会し、料亭で県議を「囲む会」とする会食はおよそ１０年前に始
まり、これまでに４回ほど開催され、直近の開催は昨春。県幹部の会費は５千円程度
だったとされる一方、料亭は高級な店で夜の懇親会費用は通常５千円では済まないと
され、さらにはコンパニオンが同席していたとの証言もあります。
　公判の中で検察側が示した取り調べ段階での調書では、業者側の被告人から盛大
な接待を受けたことも、逮捕された県職員が予定価格等を漏えいさせた要因の一つと
されており、県職員と利害関係者の会合について明確に規制することが不可欠です。

　県は、これまでに明らかになった上記２件の接待について職員の費用負担の状況
等を調査するとしているものの、県職員が受けたその他の接待の状況等については、
網羅的な調査は実施しないとしています。
　民進・立憲会派は、過去数年間にわたるこうした接待・会合の状況を明らかにした
うえで、最も厳しい再発防止策を講ずるよう県に強く求めています。

職員倫理条例、処分基準制定へ

県議が関与？ 業者から県職員への接待

詳細な実態解明と厳正な再発防止策を！

平成30年2月22日　朝日新聞（千葉版）

会食の状況

開催日 平成28年6月17日（金） 平成28年9月13日（火）

場所 千葉市内の高級料亭 千葉市内の高級料亭

参加者
自民党県議　1名

建設会社の元役員（逮捕者）
県職員　13名（逮捕職員含む）

自民党県議　1名
建設会社の元役員（逮捕者）
県職員　9名（逮捕職員含む）

支払いの�状況 会費制で５千円
会費制で5千円～1万円
（5千円という証言が多い）

その他
コンパニオンが同席したとの

証言もあり
コンパニオンが同席したとの

証言もあり



反対 賛成

民進・立憲会派は「復活」反対の意見書を提出！

民主党政権下で廃止された地方議員年金

賛成

いじめ防止や不登校支援に向けた取組を推進
し、すべての児童・生徒が安心して学校生活を送ることので
きる体制づくりを進めます。

スクールカウンセラー、スクールソーシャルワーカーの配置を拡充し
ます。また、不登校児童生徒のうち、長期化等で解消が困難なケースを対象に、ス
クールカウンセラースーパーバイザー、不登校担当指導主事等がチームを組んで、
学校や市町村教育員会を支援する不登校対策支援チームを設置します。

保育士の確保・定着対策を一層推進し、県
内の保育環境の改善を図るため、民間保育所等の保育
士給与の改善を実施します。

県内市町村が行う保育士の処遇改善に係
る事業に対して、その1/2（政令市は1/4）を補助します。職
員１人につき月額２万円の補助となります。

安藤じゅん子
プロフィール

　地方議員年金は、議員の掛け金と自治体の負担金で運営する互助年
金として昭和３６年から開始されました。しかし、その後の市町村合併に伴
う議員数の急激な減少による財政難や、他の年金と比較して「特権的」と
も指摘された受給資格などに批判が集中し、当時の民主党政権下で「身
を切る改革」として平成２３年に廃止されました。
　これによって、専業の議員は国民年金に加入することとなりました。

　しかし、ここにきて自民・公明両党は、地方議員引退後の生活を保障す
ることによって、「地方議員のなり手不足」を解消することなどを理由とした、
地方議員年金の「復活」で合意したと報道されています。
　多くの県民の皆様が国民年金で生活を送っています。それにも関わらず、
その国民年金の額では、地方議員引退後の生活が保障されないため、地
方議員年金を「復活」させるとしています。こうした理由は県民の皆様の理
解が得られるのでしょうか。
　また、地方議員年金が「復活」し議員引退後の生活が保障されることを
もって議員を目指すような者に、千葉県の将来を託すことについて、県民
の皆様の理解が得られるのでしょうか。

　民進・立憲会派は、前述のような経緯があって廃止した議員年金の「復
活」は県民の皆様の理解は得られないと考え、国に対し「復活」反対の
態度表明をするため、「地方議員年金の復活に反対する意見書」を県議
会に提出しました。しかし、自民党、公明党などの反対で意見書は採択さ
れませんでした。
　民進・立憲会派は、「地方議員のなり手不足」は自治体の規模によって
大きな差があること、また、その解消の為には議員定数、報酬体系及び地
方議会のあり方など、より大きな視点から考えることが必要であり、その原
因を年金制度のみに矮小化することは、結局「なり手不足」解消にはつな
がらないと考えます。
　引き続き、民進・立憲会派は、「地方議員のなり手不足」を理由とした
拙速な議員年金「復活」に反対を訴え続けて参ります。是非、皆様のご
意見をお寄せください。

安藤じゅん子（立憲民主党千葉県議会議員 松戸市選出）
1976年生まれ、地元小中・共立女子高校・早稲田大学・
出版社営業を経て2010年より松戸市議会議員。2015年
より千葉県議会議員。商工労働企業常任委員会（2015
～2017年）、文教常任委員会（2017年～）。千葉県議会
定数等検討委員会、女性議員の会。

ホームページ
https://andojunko.net/

FAX：050-3488-7708　Eメール：contact@andojunko.net

ツイッター
https://twitter.com/andojunko

Facebookページ
「安藤淳子と少子化・子育てを考える会」
https://www.facebook.com/andojunko0529/

県民の理解を全く得られない「復活」の理由

子育て環境の充実！
・保育士処遇改善事業
・子育て世代包括支援センター設置支援事業等

在宅医療の充実！
・地域在宅医療体制構築支援事業
・訪問看護ステーション整備促進事業等

学校におけるいじめ・不登校対策の推進！
・不登校対策支援チーム事業等

介護人材の確保！
・介護人材確保対策事業等

民進・立憲会派の要望が県政で
多く実現しています！　平成30年度予算

地方議員年金の「復活」に反対する意見書について（主要会派）

自民党 民進・立憲 公明党 共産党 市・社・無

反対 賛成

地方議員年金「復活」へ！？
～民進・立憲会派は「復活」反対の意見書を提出するも、採択されず！～

　報道によれば、「地方議員（県議会議員・市町村議会議員）のなり手不足」などを理由として、

地方議員が厚生年金に加入できるようにする法案を今国会に提出することで、自民・公明両党が合意したとされています。

　平成２３年、地方議員年金は国民年金などより優遇されているなどとして廃止されましたが、

法案が成立すると事実上の地方議員年金の「復活」ともなりかねません。

また、年金掛け金を自治体が半額負担するため、自治体の新たな出費が全国で約２００億円増加するとも試算されています。

目的・概要

目的・概要

事業内容

主な事業

病院から在宅医療への切れ目のない円滑
な移行や安定的な在宅療養生活を継続するため、病院や患者等からの医療相談対
応や、在宅医・訪問看護師などが連携し、患者をチームでサポートする体制構築な
どに取り組む在宅医療連携拠点の設置・運営費用に対して助成します。

ケアマネージャー資格を保有する看護師等を「コーディネーター」とし
て配置し、地域の在宅医や訪問看護師などが連携・協力して対応できるように調整
を行う窓口である在宅医療連携拠点の設置等について助成します。

目的・概要

主な事業

介護人材の確保・定着を図るため、新規就
業や離職者の再就業の促進、介護職員のキャリア形成に
向けた支援、介護職員の魅力発信やシニア人材の新規
参入を促す事業など、総合的な取り組みを実施します。

介護の現場への新規就業の促進や潜在有
資格者の再就業に向けた支援を行うほか、介護職員の
キャリアアップに向けた支援等を行います。

目的・概要

主な事業

※市・社・無　市民ネット・社民・無所属


